
医療と福祉の総合的なサービスの提供を⾏うことにより、地域医療に貢献いたします。
医療と福祉を融合することにより、地域の皆様の信頼を得、安⼼を提供していける地域に密着した
病院運営を⾏います。
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通所リハビリテーションからのお知らせ

岩切病院通所リハビリテーションは『リハビリテーション特化型』に⽣まれ変わりました︕︕

2018年の介護報酬改定では以下の改正内容が⽰されました。

①地域包括ケアシステムの推進
②⾃⽴⽀援・重度化防⽌に資する質の⾼い介護サービスの実現
③多様な⼈材の確保と⽣産性の向上
④介護サービスの適正化・重点化を通じた制度の安定性・持続可能性の確保

特に②の「⾃⽴⽀援・重度化防⽌に資する質の⾼い介護サービスの実現」ではリハビリテーションに関連す
る改定がなされ、当院「通所リハビリ」においても「通所介護」との機能分化が必要となってきており、基本
理念である医療と福祉サービスの充実を図り、地域に密着したサービスが提供できる通所リハビリとしての
サービス内容を検討してきました。
当院通所リハビリテーションは、半⽇プログラムのリハビリを充実させリハビリテーション特化型の通所リ
ハビリに⽣まれ変わります。
これまで以上に、利⽤者さんがより元気になるためにお役に⽴てる通所リハビリテーションとなりますので、
ご利⽤お待ちしてます。

岩切病院南棟１階のデイケアフロア内で、室内での動きは⾒守り、屋外（送
迎時）は⾒守り〜軽介助が必要な⽅を対象として、専従のリハビリ専⾨スタッ
フ（理学療法⼠・作業療法⼠）が個別リハビリや⾃主トレーニングの作成を⾏
います。また、関節や筋⾁に痛みがある⽅に対してはマッサージ、ホットパッ
クなどの提供を⾏い、痛みの軽減を図りながら⽣活⾏為向上を⽬指します。

こんな⽅に

オススメ︕

家で出来ることをもう少し増やしたいと思っている⽅

半⽇のリハビリで時間を有効活⽤したい⽅

栄養バランスのよい⾷事とリハビリを希望される⽅

ご利⽤時間
時 間 ⽉ ⽕ ⽔ ⽊ ⾦

９︓１５ 〜 １２︓３０ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
１１︓１５ 〜 １４︓３０ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

半⽇プログラムのほか1⽇プログラム（⾷事あり・⼊浴あり）、短時間プログラム（90分）の
コースがあります。お気軽にお問い合わせください。

●半⽇プログラムのご案内（⽉曜⽇〜⾦曜⽇） ＊⾷事あり、⼊浴なし
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■ＪＲ仙台駅よりバスで約40分（岩切中学校⼊⼝下⾞）
■ＪＲ岩切駅よりバスで約10分（岩切中学校⼊⼝下⾞）
■バス停「岩切中学校⼊⼝」より徒歩5分

関 連 施 設
通所リハビリテーション デイケア

TEL：022-255-5141 ／ FAX：022-255-5539
透析センター

TEL：022-255-5149 ／ FAX：022-255-2231
ケアプランセンター いわきり

TEL：022-255-5132 ／ FAX：022-255-5611
訪問看護ステーション とまと

TEL：022-255-3066

連載物語「タバコのけむり」作：宮本孝⾏

編 集 後 記
宮本先⽣の連載物語はいかがだった
でしょうか？
次回の第２章は「タバコ吸いのバ
ラード」です。お楽しみに！📖

地域医療連携室
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